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■新技術の概要

提案技術は、レーダーの受信信号から得られるスペクトログラムを、 心拍や呼吸

や体動などの源信号の線形混合とみなし、非負値行列因子分解（NMF）によるブラ

インド信号処理によって心拍成分のみを抽出する。抽出した信号に対しスペクト

ルの再構成技術等を適用することで、従来技術に比べロバストで、高精度な検出

が可能である。 

■従来技術・競合技術との比較

提案技術は、非負値行列因子分解（NMF）によるブラインド信号処理によって抽出

した信号に対しスペクトルの再構成技術等を適用することで、従来技術に比べ体

動や環境雑音に対してロバストで、高精度な心拍検出が可能である。そのため、

デスクワーク時や車を運転時など、従来技術では難しかった環境でも心拍検出が

可能である。 

■新技術の特徴

・体動などの雑音に対してロバスト

・個人の事前知識なしに検出可能

・呼吸検出にも適用可能

■想定される用途

・デスクワーク時の疲労・ストレスチェック

・睡眠時・リラックス時の健康チェック

・車の運転時のドライバーの疲労・ストレスチェック
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